
仙台市が目指すべき初期救急医療体制（骨子案）
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受診相談体制：
・高齢化に伴う救急需要増加、複合疾患による高度化
・新型コロナウイルス感染症を契機とした患者の受療
行動の変化 “病院へ行く”⇒ “まず電話で相談”

１ 初期救急医療を取り巻く環境

初期救急医療体制：
・少子化による労働人口の減少、医療従事者の不足
・医師の働き方改革による労働時間の制限

２ 課題

受診相談体制：
・相談先選択肢の拡大
・＃7119等の認知度・応答率向上、相談時間帯の
見直し

・市民の理解・協力による救急利用の適正化 など

初期救急医療体制：
・初期救急と二次救急の連携
・休日夜間診療所の受診しやすい環境整備や現状に応じた
診療時間等の適正化

・人材確保 など

受診相談体制の充実：
救急医療に関する市民の理解促進と受診相談体制の

拡充によるトリアージ機能の強化

・受診相談に係る選択肢の拡充
・＃7119の広報強化、24時間化 など

初期救急医療体制の維持・充実：
医療資源の集約化と適正配置による持続可能な休日夜間診療

体制の確保

・初期救急と二次救急の連携強化
・北部急患診療所の施設のあり方見直し など

資料４

３ 基本的な考え方

受診相談体制と初期救急
医療体制の相互を補完し
た一体的な取り組みを推
進し、初期救急の体制を

効率化・改善

市民の理解と協力による体制構築

市民がより相談・
受診しやすい環境

必要な医療を確実
に提供 医師等医療人材の効率的・

効果的な活用
ＤＸの活用

関係機関との緊密な協力・連携

必要に応じて円滑に
高度な医療機関へ

４ 取り組みの方向性


